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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「りそな日本中小型株式ファンド」は、2022年６月27日に第４期の決算を行いましたので、期中の運用
状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2018年９月28日から無期限です。 

運 用 方 針 
国内の金融商品取引所に上場されている（上場予定を含みます。）中小型株式を実質的な主要投資対象とし、信託財

産の積極的な成長を図ることを目指して運用を行います。 

主要投資対象 
ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）の受益証券を主要投資対象

とします。 

主な投資制限 

①株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

②投資信託証券（マザーファンド受益証券および上場投資信託証券を除きます。）への実質投資割合は、信託財産の

純資産総額の５％以下とします。 

③外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の

水準、市況動向等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあ

ります。 

 

りそな日本中小型株式ファンド
愛称：ニホンノミライ 

第４期（決算日 2022年６月27日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2018年９月28日 10,000 － － － 10,098 

１期(2019年６月25日) 8,243 0 △17.6 97.2 17,279 

２期(2020年６月25日) 8,924 0 8.3 90.7 17,280 

３期(2021年６月25日) 12,306 0 37.9 97.9 11,731 

４期(2022年６月27日) 10,178 0 △17.3 96.8 9,069 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年６月25日 12,306 － 97.9 

６月末 12,482 1.4 97.7 

７月末 12,164 △ 1.2 97.6 

８月末 12,400 0.8 98.7 

９月末 12,761 3.7 95.5 

10月末 12,562 2.1 97.2 

11月末 12,243 △ 0.5 98.9 

12月末 12,329 0.2 99.2 

2022年１月末 10,656 △13.4 99.0 

２月末 10,571 △14.1 98.8 

３月末 11,193 △ 9.0 98.7 

４月末 10,660 △13.4 98.4 

５月末 10,348 △15.9 98.7 

(期  末)    

2022年６月27日 10,178 △17.3 96.8 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2021年６月26日～2022年６月27日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年６月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末12,306円から当期末10,178円

となり、2,128円の値下がりとなりました。 

国内株式市場全体が下落したことに加え、世界的な金利上昇のなかで保有する多くの小型グロース株で割

高感から株価調整の動きが急速に進んだことが、基準価額値下がりの主たる要因となりました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、菅首相（当時）の次期自民党総裁選挙への

不出馬表明などをきっかけに日経平均株価（日経225）は急伸し、一時３万円台を回復する場面が見られまし

た。期後半には、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）をはじめとする主要国中央銀行による金融政策正常化の加

速や、ウクライナ情勢を巡る不確実性の高まりなどから軟調に推移し、国内の株式市場は下落しました。 

 

 

当ファンド 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行いました。 

 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 

国内の金融商品取引所に上場されている中小型株式を主要投資対象とし、社会の構造変化に伴い生じる「社

会的な課題」の解決にビジネスの観点から取り組み、持続的かつ安定的に成長することが期待できる企業を厳

選して投資を行いました。当期は国内株式市場全体が下落するなか、世界的な金利上昇を受けてグロース株全

般（特に小型株で顕著）に株価調整の動きが大きく拡がった煽りを受けて、当ファンドで保有する多くの銘柄

の株価も軟調に推移したことがマイナスに影響しました。 

当期のファンドの基準価額に影響を与えた主な投資企業は以下のとおりです。 

 

＜プラス要因＞ 

■ＩＤＥＣ 

ＦＡ（工場自動化）に必要な制御機器の専業メーカーで、主にスイッチ（電気回路における電流のオン／オ

フの切り替え、または電流の方向を変化させる部品）に強みを有しています。もともとは国内中心に事業を展

開していましたが、ここ数年で企業買収等を通じて日米欧３極体制を構築し、市場規模の大きい中国やインド

市場へのアプローチも強めています。また、マーケティングトップに外国人を登用、社内公用語を英語にする

などグローバル企業へと急速に舵を切っています。 

先進国での少子高齢化に伴う労働力不足や新興国での賃金上昇の加速化を背景に世界的にＦＡ需要が高ま

る中、同社の収益機会も拡大しています。特に成長期待の高い自動搬送車や自立走行ロボット向けに注力して

おり、収益性改善への取り組みもあって持続的な業績成長が見込まれます。同社はＦＡに留まらず、人と機械

が協働する、安心・安全な最適環境の実現を目指しており、持続可能な社会の実現に資する企業と評価してい

ます。 

当期は、好調な業績に加え、配当利回りが４％と割安な株価が評価されたことで、プラスのリターンとなり

ました。 

 

＜マイナス要因＞ 

■ＳＲＥホールディングス 

ＡＩ技術を活用してデジタル化が遅れていた不動産業界を革新していこうと邁進している企業です。不動

産業は一物一価の特性や規制による雑多な事務作業が多く、労働集約的な産業の一つでした。しかしながら、

ここもとＡＩ技術の発展により価格推定システムや業務自動化サービスが開発され、業界が変わりつつあり

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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ます。 

同社はソニーが創業時に持っていたベンチャースピリッツを復活させるべくスタートさせた社内ベン

チャーから始まった会社で、かつソニーが有するＡＩエンジンや人材をフル活用できるアドバンテージを有

しています。現在は不動産向けサービスが中心ですが、ＡＩを武器にしてカード会社やアセットマネジメント

会社向けサービス、更には事業会社のCO2排出量の把握、管理、コンサルティングまで手掛けるなど事業領域

を広げています。同社が掲げる「今の先鋭が10年後の当たり前を造る」という目標に向かって大きく飛躍し続

けると期待しています。 

足元では世界的な金利上昇に端を発する株価調整により同社株価は下落していますが、すでにバリュエー

ション面でも割高感は解消されつつあり、長期目線で保有を継続しています。 

 

■セーフィー 

いつでもどこにいても監視カメラの映像（ライブ・録画）をタブレットやスマホ等で確認できるクラウド型

映像プラットフォーム「Safie」を提供している会社です。潜在的な競合相手になり得るキャノンやセコム、

ＮＴＴなどブランド企業を販売パートナーとして味方に取り込むなど着々と業界ポジションを固めています。 

監視カメラを防犯や店舗状況の把握といった一般的な使用目的に留めず、ＡＩを利用した分析を通じて顧

客行動のデータ化や業務・オペレーションの改善といった付加価値を提供しています。多数の現場での作業立

ち合いや工事の進捗管理が必須とされる建設業界では、作業員がウェアラブルカメラを装着することで遠隔

からの共同作業やリモート管理ができるなどＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション：デジタル技術を活

用して、業務プロセスにとどまらず、製品やサービス、ビジネスモデルそのものを変革して競争優位性を確立

すること）の進展にも貢献しており、先行者メリットを活かした持続的成長が期待されます。 

売り上げは着実に増加しているものの、グロース株が売られる市場環境が続いたことや、人材採用やプロ

モーション強化など投資が先行し、当面収益の重石になると予想されたことから、ここもと株価は軟調に推移

しています。しかしながら、中長期での成長余力は大きく、保有を継続しています。 

 

■ココナラ 

スキルのマッチングプラットフォームでシェアNo.1の企業です。ＥＣ（電子商取引）と言えば物をオンライ

ンで購入するプラットフォームが一般的でしたが、今後は個人のスキルもネットでマッチングする時代にな

ると期待しています。 

これまでの労働市場において働き手は企業に属して労働力を提供するというスタイルが一般的であり、そ

の結果、企業側の購買力の強さや個人が取引先を幅広く探し出す手段がなかったため、個人は相対的に弱い立

場にありました。同社はそうした状況を打破し、個人がもっと自由に能力を発揮できる世の中を創りたいとの

想いから設立された企業です。将来的にはあらゆる商品、サービスが掲載されて、自分の欲しかった商品がな

んでもそろうプラットフォームを目指しています。こうした商取引が一般的になれば企業側にとってもメリッ

トが大きく、仲介業者へのマージンを節約できる他、幅広い選択肢の中から最適な商品を選択できるので生産

性の向上も図られます。おりしも日本社会全体の低生産性、労働力不足、人的リソースに対する意識の高まり

から同社の果たす社会的役割は大きいと期待しています。 

グロース株が大幅に劣後する投資環境の影響を強く受け同社の株価も大きく調整していますが、中長期で

の成長シナリオには変化なく、引き続き投資を継続していきます。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第４期 

2021年６月26日～ 
2022年６月27日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,557   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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○今後の運用方針 

当ファンド 

引き続き、ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行う方針です。 

 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 

引き続き、国内の金融商品取引所に上場されている中小型株式を主要投資対象とし、短期的な相場動向に左

右されず、社会の構造変化に伴い生じる「社会的な課題」の解決にビジネスの観点から取り組み、持続的かつ

安定的に成長することが期待できる企業を厳選した投資を継続します。 

足元では社会構造変化の一つとして「人的資本の拡充」に向けた動きに注目しています。以前から人口減少・

少子高齢化の加速が日本国の存続を脅かす問題として認識され、それに対応すべく少子化対策など各種政策が

とられてきましたが、課題解決には至っていないのが現状です。加えて、地球温暖化や新型コロナウイルスの

大流行、ロシアによるウクライナ侵攻など社会生活や事業環境に大きな影響を与える予測困難な事象が発生し、

不確実性が高まっている中で、国として企業として成長していくことはますます難しくなっています。 

そうしたなか、今ある人材を資本として捉え、その価値を最大限に引き出すことで、中長期的な付加価値の

向上につなげようとする取り組みが国や企業で活発化しつつあります。例えば、国としては賃金上昇施策や働

き手の能力向上、成長分野への転職支援、産業の新陳代謝促進など、企業としては学びなおし機会の提供・支

援、人材の最適配置、人事制度改革、ＤＸによる業務効率化などを通じて、持続的な経済成長や企業価値向上

を目指しています。一方、個人においても将来への不安からモチベーション高く、健康で長く働けるよう自分

自身に投資する動きが顕著となっています。代表的なものとしては、健康・美容やスキルアップへの投資、自

分に合った働き方の選択などが挙げられます。 

当ファンドでは、このような動きを成長機会として取り込むととともに、日本国全体の明るい未来実現に寄

与する企業の発掘に努めてまいります。 

 

 

  



品 名：90150_120009_004_03_りそな日本中小型株式ファンド_922283.docx 

日 時：2022/8/4 14:11:00 

ページ：7 

 

－ 7 － 

りそな日本中小型株式ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2021年６月26日～2022年６月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 233  1.991  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (114)  (0.979)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (114)  (0.979)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 16   0.139   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 16)  (0.139)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.009   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.009)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、ファンドの運営管理にかかる費用等 

 合 計 250   2.139    

期中の平均基準価額は、11,697円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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りそな日本中小型株式ファンド 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.98％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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りそな日本中小型株式ファンド 

○売買及び取引の状況 (2021年６月26日～2022年６月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 590,040 737,450 1,365,035 1,749,780 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年６月26日～2022年６月27日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 14,062,374千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 10,473,586千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.34   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年６月26日～2022年６月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年６月26日～2022年６月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年６月26日～2022年６月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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りそな日本中小型株式ファンド 

○組入資産の明細 (2022年６月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 9,084,008 8,309,014 9,057,656 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年６月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 9,057,656 98.8 

コール・ローン等、その他 111,669 1.2 

投資信託財産総額 9,169,325 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2021年６月26日～2022年６月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託残高 
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りそな日本中小型株式ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 9,169,325,355   

 コール・ローン等 108,328,806   

 ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド(評価額) 9,057,656,549   

 未収入金 3,340,000   

(B) 負債 99,765,672   

 未払解約金 5,326,235   

 未払信託報酬 94,031,760   

 未払利息 293   

 その他未払費用 407,384   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,069,559,683   

 元本 8,910,837,835   

 次期繰越損益金 158,721,848   

(D) 受益権総口数 8,910,837,835口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,178円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は9,532,988,922円、期中追加設定元

本額は1,397,332,480円、期中一部解約元本額は2,019,483,567円

です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.0178円です。 

○損益の状況 (2021年６月26日～2022年６月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       62,496   

 支払利息 △       62,496   

(B) 有価証券売買損益 △1,638,430,864   

 売買益 114,548,465   

 売買損 △1,752,979,329   

(C) 信託報酬等 △  210,947,338   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △1,849,440,698   

(E) 前期繰越損益金 1,935,570,492   

(F) 追加信託差損益金 72,592,054   

 (配当等相当額) (    333,754,378)  

 (売買損益相当額) (△  261,162,324)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 158,721,848   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 158,721,848   

 追加信託差損益金 72,592,054   

 (配当等相当額) (    336,642,249)  

 (売買損益相当額) (△  264,050,195)  

 分配準備積立金 1,942,108,550   

 繰越損益金 △1,855,978,756   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（6,538,058円）、

費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益

調整金（336,642,249円）および分配準備積立金（1,935,570,492

円）より分配対象収益は2,278,750,799円（１万口当たり2,557円）

ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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